
施 （ｅ）幅方向の調整は、幅調整板、あるいはデッキプレートを⾧手方向に切断したものなどを用いる。

（ｃ）割付け図に従い、あらかじめ墨出しを行い、位置正しく不陸の生じないよう注意して敷込む。
（ｂ）柱周り、梁接合部、梁段差部にデッキ受材が施工図通り取付けられているか確認する。

３．敷込み・仮止め
（ｂ）デッキプレ－トは梁上に安全な状態で仮置きし、風等で飛ばされないように養生する。

２．搬入・保管・揚重・仮置・墨出し
（ａ）デッキプレ－トをワイヤ等で傷つけないように、また、デッキプレートの形状保持、防錆、安全に十分注意を払って搬入、養生する。

（ｂ）鉄骨や型枠の工程を十分に考慮して施工計画を立てる。

１．割付け計画

設計仕様に該当する□内にレ印にて記入して下さい。　［　］内は仕様を直接記入して下さい。
　 U　-1.0　   　      　　 U　-1.2　   　　      　 U　-1.6　   　　      　 U　-2.3　   　　　 デッキプレート形状・寸法

認定仕様〔2時間耐火構造〕

（ｆ）デッキプレート溝部を利用して一方向配筋を行なう場合は、梁上部で鉄筋が連続するようにデッキプレートの山谷を揃える。

（ｂ）コンクリ－トの強度が発現するまでは、床面に重量物を置いたり振動を与えたりしない。
（ａ）コンクリートの初期乾燥収縮を防ぐため、湿潤養生する。

１２．養　生

（ｃ）単位水量の少ないスランプの小さいコンクリ－トを入念に打設する。
（ｂ）設計コンクリ－ト厚さを確保する。
（ａ）コンクリ－ト打設前にデッキプレ－ト面を充分清掃する。

１１．コンクリ－ト打設

（ｂ）コンクリ－トかぶり厚さを確保するスペ－サ－を１ｍ以内に設置する。
（ａ）規定のサイズを床全面に配筋する。（図２）

１０．溶接金網又は異形鉄筋

９．開口部補強
８．インサ－ト工事・配管・配線

切断、孔明けは機械加工またはプラズマ加工を原則とし、デッキプレートの材質及び形状を
７．切断・孔あけ

（ｂ）アーク溶接及びアークスポット溶接の施工は ＪＡＳＳ６ による。
（ａ）敷込み完了後風等で飛ばないように、デッキプレートと梁とをア－クスポット溶接等で接合する。

４．デッキプレートと梁との接合

（ｃ）溶接工は薄板溶接に十分な技量を有する者とする。

開口部まわりは必ず鉄筋等で補強する。（開口補強例参照）

（図１）

製

　 普通　　 　    軽量

　 18         　 21           　 24         　 [          ]

　 φ6-150  　　　　  φ6-100  　　      [                  ]

　 D10-200   　     [                          ]

　 有り     　    無し　→　（端部納まり　:　　    デッキ突合せ　　　   小口フサギ）

品名

種類および表面処理

種類

溶接金網 (JIS G3551)

異形鉄筋 (JIS G3112，3117)

デッキプレート

コンクリート

溶接金網または

端部エンクロ加工の有無

異形鉄筋

改訂:2025年10月

設計基準強度 (N/mm )2

　 SDP1TG 　 Z12   　    Z27   　 

（JIS G3352）

1428820 25

690

112118

（単位:m）
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（

55
）

20

溶接金網 鉄筋D13以上

U　型デッキプレート1.0,1.2,1.6,2.3mm

普通，軽量コンクリート

KA

KA

U　　t=1.0mmKA U　　t=1.2mmKA U　　t=1.6mmKA U　　t=2.3mmKAｺﾝｸﾘｰﾄ厚
（mm）

80

85

90

95

100

105

110

115

120

単純梁 ２連梁 ２連梁単純梁 単純梁 ２連梁 単純梁 ２連梁

4.812.864.243.343.653.073.192.90

4.783.834.223.313.603.043.142.87

4.753.814.193.293.563.023.102.85

4.723.784.163.263.512.993.062.82

4.693.764.143.233.472.963.022.80

4.663.744.113.203.422.942.992.78

4.633.724.093.183.382.922.952.75

4.613.704.063.153.342.892.922.73

4.583.684.043.133.312.872.882.71

型枠時許容スパン

注意 １　コンクリート厚はデッキ山上の厚さを示す。
２　施工荷重は1,470N/m　 としている。2

品

材

料

50mm以上

デッキプレート

アークスポット溶接 アークスポット溶接

デッキプレート

アークスポット溶接

デッキプレート

アークスポット溶接

デッキプレート

30mm以上 W

デッキプレート
アークスポット溶接 アークスポット溶接

30mm以上

アークスポット溶接

アークスポット溶接

200mm以下

（別途ご用意下さい）
50mm以上

現場切断
1（2）山切断

１.⾧さ方向の割付け

２.幅方向の割付け

現場切断

デッキ受材

柱止りデッキ切欠き

柱
梁

デッキ受材

デッキ受材

アークスポット溶接

デッキ受材

小口ふさぎ

デッキ受材

３.各部の納まり
（１）柱回り （２）接合部回り

（３）段差部

（ａ）工法、応力、たわみを確認し、割付図（施工図）を作成する。

（ａ）敷込み前に梁の上を清掃し、必要部分に防錆処理を行なう。

（ｇ）デッキプレートの重ね継手部で溝幅が狭くならないように留意する。

６．小口ふさぎ・コンクリ－ト止め
小口ふさぎはデッキプレ－トの溝をふさがない独立したものを使用する。

（ａ）頭付きスタッドはの施工は ＪＡＳＳ６ による。

（図４）床スラブ筋の定着及び継手の位置
L1

L3
lx/2 lx/4 lx/4

lx

A B C D 鉄筋

20～30
溶接金網又は異形鉄筋

定着⾧さ　L3≧10dかつ150mm以上
重ね継手の位置:CD間 Fc18　　:L1≧45d（35d）　（　）内フック付き

Fc21,24:L1≧40d（30d）

鉄筋

小梁による補強とする。
（１）600＜Ｌの場合

大梁

（２）150＜Ｌ≦600の場合
補強筋ａ:スラブ主筋よりワンサイズ太径のもの

デッキプレート

Ｌ
ａ

ｂ

ｂ

小梁

ａ

Ｄ10

（３）Ｌ≦150の場合
補強筋は不要。但し、主筋を切断する場合は、
補強筋ａ:スラブ主筋と同径
補強筋ｂ:D13

40ｄ40ｄ

補強筋ｂ:D13

デッキプレート

大梁

補強筋ａ

L

補強筋ｂ

Ｄ10

小梁

40ｄ

40ｄ

L

デッキプレート

大梁

L1

小梁

2　開口の間隔（L1,L2）＞隣接する開口径の平均×３
 　幅寸法Ｌ＋開口径を一つの開口として設計する。
1　開口の間隔（L1,L2）≦隣接する開口径の平均×３

（４）開口部が連続している場合

L2

L

　 各々独立した開口として設計する。

注1）定着⾧さは、補強筋ａは両端の梁まで延ばし、補強筋ｂは
 　　40ｄ（ｄ:補強筋径）以上とする。

注2）定着⾧さは、補強筋ａ，ｂともに40ｄ（補強筋径）以上とする。

共通事項: 1 開口寸法に関わらずひび割れ拡大防止用鉄筋（D10またはD13）を配する。
   2 開口は原則として箱抜きとする。

(　 SDP2G) 　 その他［　　　　　　　　　　　　］

スラブと梁の接合方法 頭付きスタッド

KA KA KA

溶接金網

U　型デッキプレート1.0,1.2,1.6,2.3mmKA

コンクリートかぶり厚さ31mm

鉄筋D（　　）

70mm以上　1時間耐火

質量および断面性能

注）※印はたわみ計算において、C=1.2（⾧期はC=1.16）とする。

U　　-1.6

U　  -2.3

U　　-1.0

U　　-1.2

品　　名
負曲げ用

（cm /m）

26.8

35.4

79.1

55.4

145

173

316

226

（cm /m）

断面二次ﾓｰﾒﾝﾄ

13.8

19.6

10.5

8.77

20.0

28.4

15.2

12.7

（kg/m ）

製品質量（Z12の場合）

（kg/m）
2

※ 26.2

34.5

79.1

54.1※

※

断面係数

正曲げ用4

3

耐火構造
　　H12建設省告示第1399号例示仕様〔1，2時間耐火構造〕より

100mm以上　2時間耐火

小口ふさぎ

エンドクローズ

工

手

順

例

納

り

ま

開

口

補

強

例

　　FP120FL-0012（普通コンクリート）
　　FP120FL-9015（軽量コンクリート）

普通コンクリート　比重２.４

５．スラブと梁との接合

（ｂ）頭付きスタッドはデッキプレート溝部の鉄筋に当たらないよう溝の中央を避けて打つようにする。

コンクリート厚さ（mm） 　 80      　 85      　 90      　 95       　 100    　   110      　 120    　     その他［　     　］

KA

KA

KA

KA

（単位:mm）

※デッキ受材は、鉄骨工事

   3 開口幅が600mmを超える場合は、梁で補強する。

単純梁

3.19

3.16

3.13

3.11

3.08

3.06

3.04

3.01

2.99

100 3.212.91

120

115

110

105

2.85

2.83

2.89

2.87

3.07

3.10

3.13

3.17

軽量コンクリート　比重２.０

（mm）

95

90

80

85

ｺﾝｸﾘｰﾄ厚

2.96

2.94

単純梁

3.01

2.98

3.25

3.29

3.37

3.33

２連梁

U　　t=1.0mmKA

4.823.874.263.363.68

3.63

3.59

3.55

3.52 3.26

3.28

3.31

3.33

4.19

4.16

4.23

4.21

3.81

3.79

3.85

3.83

4.72

4.74

4.77

4.80

U　　t=2.3mm
（単位:m）

U　　t=1.6mm

２連梁

3.86

3.81

3.77

3.72 3.38

3.41

3.47

3.44

単純梁

U　　t=1.2mmKA KA

4.31

4.28

２連梁

4.36

4.33

3.92

3.98

単純梁

3.96

3.94

KA

4.85

4.88

4.94

4.91

２連梁

　 φ16  　　　　 φ19  　　 　 [       　　　   　       ]

（ｄ）デッキプレート相互を重ね合わせにより接合させながら敷込む。（接合部で幅調整をしてはならない。）
　　　コンクリートが漏れる恐れがある場合はデッキプレート重ね部を溶接する。
　　　注）溶接の目安　スパン2.0m以下:不要、2.0～2.5m:１箇所、2.5m以上:２箇所

又は、エンドクロ－ズ製品を用いる。（図１）

損なわないように行なう。

（ｄ）スラブ端部の定着及び継手の位置は、図４の通りとする。
　　　

　　　

　　　

　　　

※

※記号の材料は納期にご注意ください。

３．スパンとスラブ厚さの比を小さくし、配筋量を大きくする。

（Ｂ）施工上の留意点
１．デッキプレートは各溝で梁に接合する。
２．溶接金網は、所定の位置に配する。
３．水セメント比の小さいコンクリートを用いる。
４．コンクリート打設後初期には湿潤養生を行い、充分な養生期間

５．早期に載荷したり、振動を与えない。

（Ａ）設計上の留意点
１．小梁の剛性を大きくする。
２．ひびわれ拡大防止のため補強筋を設ける。(図1)ひ

び
割
れ
拡
大
防
止

・大梁上の補強（例）

図１

ひび割れ

400mm以上

400mm以上

例)補強筋 D10@200

デッキプレート

    を設ける。

参
考

（

（

Ｄ13
補強小梁

開口幅

開口部

60

＊図中（）内数字は
軽量コンクリートの場合

（単位:mm）

デッキ複合スラブ
設計･施工標準仕様書U    デッキプレート （一方向性スラブ）KA

U　デッキを用いた一方向性スラブの設計・施工は（一社）日本鋼構造協会編「デッキプレ
ート床構造設計・施工規準」、日鉄デッキプレ－トカタログ及び設計・施工便覧による。

KA

以下のひび割れ拡大防止の対策は、必要に応じて行なって下さい。

※

（図３）

50mm以上

のうち大きい値以上

溶接金網又は異形鉄筋

30

（図２）

ｽﾍﾟｰｻｰ等

重ね代　150mmまたは1メッシュ＋50mm

（ｃ）溶接金網の継手は（１メッシュ＋５０ｍｍ）以上重ねる。（図３）

K18

＊溝部換算スラブ厚さは、33mmです。

３連梁

3.57

3.52

3.47

3.42

3.38

3.34

3.30

3.26

3.22

３連梁

3.74

3.72

3.69

3.67

3.65

3.63

3.60

3.58

3.55

３連梁

3.99

3.97

3.94

3.91

3.89

3.87

3.84

3.82

3.80

３連梁

4.52

4.49

4.47

4.44

4.41

4.38

4.36

4.33

4.31

３連梁

4.65

4.62

4.59

4.56

4.54

4.51

4.49

4.46

4.44

３連梁

4.10

4.08

4.05

4.03

4.01

3.98

3.96

3.94

3.92

３連梁

3.85

3.83

3.80

3.78

3.76

3.73

3.71

3.69

3.67

３連梁

3.69

3.67

3.64

3.62

3.59

3.55

3.51

3.47

3.43

アークスポット溶接

幅調整板

（別途ご用意下さい）
幅調整板

以
上

各谷１ヶ所以上 各谷１ヶ所以上 各谷１ヶ所以上 各谷１ヶ所以上

@600以下 @600以下 @600以下

@600以下 @600以下


